
承
明
門
院
小
宰
相
全
歌
集
成

• 

補
遺
と
各
句
索
引

山

自奇

土
士
'
4品
川
，

子

十
二
巻
第
二
号
、
二
O

O
一
年
一
月
)
の
補
遺
と
、
そ
れ
を
も
と
に
作
成
し
た
各
句
索
引
で
あ
る
。

本
稿
は
、
鎌
倉
中
期
の
女
流
歌
人
で
あ
る
承
明
門
院
小
宰
相
の
和
歌
作
品
の
集
成
を
行
っ
た
前
稿
(
志
向
学
館
大
学
文
学
部
「
研
究
紀
要
」
第
二

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕

承
明
門
院
小
宰
相
、
土
御
門
院
小
宰
相
、
家
隆
女
、
和
歌
集
成
、
各
匂
索
引

一
、
作
品
補
遺

号
を
付
す
。

前
稿
の
集
成
に
漏
れ
て
い
た
小
宰
相
の
歌
四
首
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
前
稿
の
和
歌
集
成
の
末
尾
に
加
え
て
、

補
遣

憎
葉
和
歌
集

(
1
首
)

272 

わ
か
の
う
ら
に
た
ち
わ
か
れ
ぬ
る
あ
し
た
づ
の
あ
と
に
か
ひ
な
き
ね
を
の
み
ぞ
な
く
(
五
九
二
)

補
遺

2

閑
月
和
歌
集

(
1
首
)

273 

み
や
ま
ふ
く
あ
ら
し
や
ゆ
き
を
お
く
る
ら
ん
野
な
る
く
さ
木
ぞ
ふ
ゆ
ご
も
り
ゆ
く
(
一
一
一
一
一
五
)

m
i
m
の
歌
番



補
遺
3 

廿
八
品
並
九
品
詩
歌

(
2
首
)

274 

た
ま
ゆ
ゑ
に
い
で
ぬ
と
見
え
て
わ
た
っ
う
み
の
な
み
の
み
な
み
の
月
ぞ
さ
や
け
き
つ
ヱ
ハ
)

275 

な
の
み
き
く
よ
も
、
ぎ
が
し
ま
も
た
づ
ね
見
し
し
な
ぬ
く
す
り
の
の
り
に
あ
ひ
な
ば

四
J¥ 

山崎 承明門院小宰相全歌集成・補遺と各旬索引

右
の
補
遺
歌
に
関
し
て
若
干
の
解
説
を
加
え
て
お
き
た
い
。

補
遺
1
は
「
楢
葉
和
歌
集
』
巻
第
七
神
祇
付
賀
祝
に
次
の
よ
う
な
形
で
入
集
し
て
い
る
。

二
位
家
隆
卿
の
思
ひ
に
侍
り
け
る
こ
ろ
、
小
宰
相
に
つ
か
は
し
け
る無

品
内
親
王
家
侍
従

わ
か
の
う
ら
に
ひ
と
り
ゃ
な
み
の
む
せ
ぶ
ら
む
こ
を
お
も
ふ
つ
る
の
た
ち
わ
か
れ
つ
つ

(
五
九
二

か
へ
し

承
明
門
院
小
宰
相

わ
か
の
う
ら
に
た
ち
わ
か
れ
ぬ
る
あ
し
た
づ
の
あ
と
に
か
ひ
な
き
ね
を
の
み
ぞ
な
く
(
五
九
二
)

現
存
す
る
小
宰
相
の
和
歌
は
定
数
歌
や
歌
合
歌
と
い
う
晴
れ
の
歌
で
、
『
増
鏡
』
に
載
せ
る
「
憂
し
と
見
し
」

の
一
首
の
み
が
哀
傷
の
独
詠

歌
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
嬰
の
歌
を
も
う
一
首
加
え
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
贈
答
歌
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る

(
こ
の
贈
答
歌

の
存
在
は
後
掲
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
九
巻
『
中
世
私
家
集
五
』
の
井
上
宗
雄
氏
の
解
題
に
よ
っ
て
知
っ
た
)

0

詞
書
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
父
で
あ
る
従
二
位
家
隆
が
亡
く
な
り
、
そ
の
悲
し
み
に
沈
ん
で
い
る
小
宰
相
の
も
と
に
無
品
内
親
王
家
侍
従

か
ら
「
わ
か
の
う
ら
に
」
の
歌
が
贈
ら
れ
、
小
宰
相
が
返
歌
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
十
歳
の
家
隆
が
難
波
天
王
寺
に
下
り
、
七
首
の
歌
を
詠

じ
、
や
が
て
端
座
合
掌
し
て
往
生
し
た
の
は
嘉
禎
三
年
(
一
二
三
七
)

四
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

(
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
一
二
)
o

従
つ

て
、
こ
の
贈
答
は
同
日
以
降
遠
か
ら
ぬ
頃
の
も
の
と
の
年
次
確
定
が
可
能
で
あ
る
。
小
宰
相
は
三
十
九
歳
位
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。



「
子
を
思
う
鶴
(
父
)
と
死
に
別
れ
て
、
あ
な
た
は
和
歌
の
浦
で
波
が
陵
ぶ
よ
う
に
泣
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
い
う
弔

い
の
贈
歌
に
対
し
て
、
「
和
歌
の
浦
で
親
と
死
に
別
れ
た
葦
田
鶴
は
親
の
足
跡
を
見
て
、
今
と
な
っ
て
は
甲
斐
も
な
く
泣
く
ば
か
り
で
す
」

と
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
和
歌
の
浦
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
重
代
の
人
で
は
な
か
っ
た
が
定
家
と
並
ぶ
歌
人
で
あ
っ
た
家
隆
と

そ
の
娘
小
宰
相
を
優
れ
た
歌
詠
み
の
親
子
と
認
識
し
た
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

No. 1 

歌
を
贈
っ
て
き
た
無
品
内
親
王
家
侍
従
に
つ
い
て
は
、
樋
口
芳
麻
旦
口
氏
の
「
楢
葉
和
歌
集
と
研
究
』
(
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
三

六
年
三
一
月
)
に
詳
し
い
。
彼
女
の
歌
は
「
楢
葉
和
歌
集
』
に
他
に
二
首
入
集
し
て
お
り
さ
二
、

一
九
五
)
、
そ
の
調
書
と
「
文
机
談
』

Vo1.23 

の
記
述
と
を
照
合
さ
せ
る
と
、
無
品
内
親
王
は
後
高
倉
院
皇
女
能
子
内
親
王
で
、
そ
こ
へ
侍
従
の
局
と
い
う
名
で
仕
え
て
い
た
女
性
で
あ
ろ

2001 

う
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
『
楢
葉
和
歌
集
』

の
撰
者
素
俊
の
女
が
そ
の
人
な
の
で
あ
る
。
小
宰
相
と
侍
従
の
局
が
い
か
な
る
縁
で
結
ば
れ

志塁手館大学文学部研究紀要

て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
歌
の
贈
答
を
し
合
う
親
密
な
仲
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
で
き
よ
う
。
南
都
関
係
の
歌
人
の
歌
を
集
め
た
本
集

に
、
思
い
が
け
ず
も
小
宰
相
の
歌
一
首
が
残
さ
れ
て
い
た
の
は
、
偏
に
贈
答
の
相
手
侍
従
の
局
が
撰
者
素
俊
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
贈
答
歌
は
、
本
集
の
抜
に
記
す
撰
集
年
次
「
嘉
禎
三
一
年
六
月
五
日
」
に
最
も
近
い
撰
定
直
前
の
作
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
資
料
性
の
高
い
こ
の
贈
答
の
小
宰
相
歌
は
、
前
稿
の
全
歌
集
成
で
は
時
期
的
に
は
「
C
遠
島
歌
合
」
の
後
に
入
れ
る
べ
き

作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
歌
番
号
は
前
稿
の
末
尾
に
続
け
て

mを
付
し
て
お
き
た
い
。

補
遺
2
は
『
閑
月
和
歌
集
』
巻
第
六
冬
歌
に
入
集
す
る
も
の
で
あ
る
。

梶
井
入
道
親
王
尊
家
の
五
首
歌
に
、
冬
野

土
御
門
院
小
宰
相

み
や
ま
ふ
く
あ
ら
し
や
ゆ
き
を
お
く
る
ら
ん
野
な
る
く
さ
木
ぞ
ふ
ゆ
ご
も
り
ゆ
く
(
一
一
一
一
一
五
)

「
閑
月
和
歌
集
』
は
現
存
本
で
は
五
回
九
首
で
あ
る
が
、
落
丁
・
錯
簡
が
あ
り
、
全
体
の
姿
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
撰
者
未
詳
で
あ
る



が
、
久
保
田
淳
氏
は
「
あ
る
い
は
仁
和
寺
関
係
の
僧
侶
歌
人
、
藤
原
為
家
の
息
源
承
か
そ
の
周
辺
の
人
物
か
」
(
『
和
歌
大
辞
典
』
)
と
推
定

さ
れ
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
弘
安
四
年
(
一
二
七
八
)
か
ら
同
五
年
末
ま
で
の
成
立
か
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
右
の
一
首
を
拾
う
こ

と
が
で
き
る
。

詞
書
に
い
う
梶
井
宮
入
道
親
王
は
、
『
梶
井
門
跡
略
譜
』
(
大
日
本
史
料
所
収
)
他
に
よ
る
と
後
鳥
羽
院
の
第
七
皇
子
尊
快
。
母
は
惰
明
門

山崎:承明門院小宰相全歌集成・補遺と各句索引

院
。
承
園
僧
正
に
入
室
受
法
、
承
久
二
年
二
三
二
O
)
十
七
歳
で
擢
頂
。
こ
れ
は
勅
舎
濯
頂
の
初
例
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
十
八
歳
で
天
台

座
主
と
な
り
、
こ
れ
も
二
十
歳
未
満
の
座
主
の
初
例
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
官
一
命
を
受
け
ず
し
て
同
年
七
月
承
久
の
変
に
よ
り
座
主
を
辞
し

て
い
る
。
寛
元
四
年
三
一
一
四
六
)

四
月
一
一
日
遷
化
、

四
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
尊
快
入
道
親
王
は
『
続
後
撰
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
四
首
入

集
の
歌
人
で
あ
る
か
ら
、
調
書
の
よ
う
に
歌
人
達
に
歌
を
召
し
た
り
、
和
歌
会
な
ど
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
く
「
閑
月
和
歌
集
」
巻
六
冬
歌
に
、

梶
井
入
道
親
王
草
家
の
五
首
歌
に
、
冬
山

前
大
納
言
資
季

か
み
な
づ
き
ま
さ
き
の
か
づ
ら
ち
り
ぬ
れ
ど
と
や
ま
の
く
も
は
な
ほ
し
ぐ
れ
つ
つ

(三
O
一
二
)

の
歌
が
あ
り
、
小
宰
相
歌
と
同
一
の
折
と
思
わ
れ
る
資
季
詠
を
も
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
資
季
は
二
条
定
能
の
孫
、
資
家
の
子
で
左
中
将
正

二
位
大
納
言
。
文
永
五
年
(
一
二
六
八
)
十
月
五
日
出
家
、
正
感
二
年
(
一
二
八
九
)
正
月
二
十
二
日
に
八
十
三
歳
で
莞
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
か
ら
、
尊
快
入
道
親
王
家
で
「
冬
山
」
「
冬
野
」
等
の
歌
題
に
よ
る
私
的
な
五
首
歌
会
が
聞
か
れ
、
小
宰
相
、
資
季
等
が
参
加
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
残
り
三
題
や
他
の
参
加
者
、
小
宰
相
参
加
の
理
由
な
ど
今
不
明
で
あ
る
。
尊
快
入
道
親
王
の
勅
撰
集
・
私
撰
集
入
集

歌
に
も
こ
の
五
首
歌
か
ら
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。

従
っ
て
、
「
梶
井
入
道
親
王
家
の
五
首
歌
会
」
は
入
道
親
王
没
の
寛
元
四
年
(
一
二
四
六
)

四
月
二
日
以
前
に
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
し

か
わ
か
ら
な
い
。
全
歌
集
成
で
は
「
d
宝
治
院
歌
合
」
が
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
年
以
前
の
詠
と
な
る
が
、
他
と



の
先
後
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
歌
番
号
は
前
稿
の
末
尾
補
遺
1
に
続
け
て

mを
付
し
て
お
き
た
い
。

補
遺
3
は
「
廿
八
品
並
九
品
詩
歌
」
の
中
に
収
め
る
一
一
首
で
あ
る
。

提
婆
品

た
ま
ゆ
ゑ
に
い
で
ぬ
と
見
え
て
わ
た
っ
、
つ
み
の
な
み
の
み
な
み
の
月
ぞ
さ
や
け
き
(
二
六
)

No. 1 

薬
王
品

な
の
み
き
く
よ
も
ぎ
が
し
ま
も
た
づ
ね
見
し
し
な
ぬ
く
す
り
の
の
り
に
あ
ひ
な
ば

(
四
八
)

Vo1.23 

「
廿
八
品
並
九
品
詩
歌
』
は
、
建
長
五
年
(
一
二
五
三
)
定
家
十
三
回
忌
に
際
し
為
家
が
歌
人
達
に
勧
進
し
た
追
善
詩
歌
で
、
「
法
華
経
二

2001 

十
人
品
」
と
「
無
量
義
経
」
「
普
賢
経
」
、
「
上
品
上
生
」
か
ら
「
下
品
下
生
」
の
九
品
の
合
計
三
十
九
題
の
も
と
漢
詩
と
和
歌
各
一
首
ず
つ

志事館大学文学部研究紀要

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
漢
詩
作
者
十
二
人
、
和
歌
作
者
十
三
人
か
ら
な
り
、

一
人
二
首
か
ら
五
首
を
詠
ん
で
い
る
が
、
女
流
で
は
小
宰
相

-159-

が
た
だ
一
人
の
作
者
で
あ
る
。
家
隆
の
女
と
し
て
詠
を
乞
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
息
隆
祐
も
出
詠
し
て
い
る

(
こ
れ
は
隆
祐
の
最

終
事
蹟
と
な
る
和
歌
で
あ
る
)
。

五
障
雲
晴
仏
力
風
」
(
在
章
朝
臣
)
、
薬
玉
品
が
「
遂
期
金
色
成
身
仏

ち
な
み
に
漢
詩
は
、
提
婆
品
が
「
千
年
水
冷
経
行
日

暫
類
白
頭

折
管
翁
」
(
入
道
大
納
言
寂
空
)

で
あ
る
。
定
家
の
忌
日
は
八
月
二
十
日
で
あ
る
か
ら
、
建
長
五
年
の
こ
の
日
ま
で
に
勧
進
さ
れ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
小
宰
相
は
こ
の
年
五
十
五
歳
位
と
推
定
さ
れ
る
。
詠
歌
年
次
が
確
定
さ
れ
、
し
か
も
釈
教
歌
と
い
う
点
で
貴
重
で
あ
る
。
人
玉

歌
集
成
で
は
「
l
秋
風
集
」
と
「

m
雲
葉
集
」
の
聞
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
歌
番
号
は
補
遺
2
に
続
け
て

m
-
mを
付
し
て
お
き
た
い
。

二
、
他
出
状
況
補
遺

前
稿
全
歌
集
成
で
集
成
歌
の
下
段
に
記
し
た
他
出
状
況
と
そ
の
異
同
に
つ
い
て
補
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。
こ
の
う



ち
『
新
時
代
不
同
歌
合
」
(
基
家
撰
、
文
永
年
間
後
半
の
成
立
)
以
外
は
、
前
稿
で
掲
出
不
要
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
新
編
国
歌
大

山崎・承明門院小宰相全歌集成・補遺と各句索引

観
』
で
検
索
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
す
べ
て
掲
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

算
用
数
字
が
集
成
歌
の
歌
番
号
、
続
く
書
名
と
漢
数
字
(
新
編
国
歌
大
観
番
号
)
が
他
出
状
況
。
異
同
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
も
記
し
た
。

6 

新
時
代
不
同
歌
合
二
O
八

129 

新
時
代
不
同
歌
合
一
一
一
0
・
な
り
せ
ば

8 

題
林
愚
抄
三
六
九
四

題
林
愚
抄
九
五
三
八

149 

題
林
愚
抄
三
三
五
八

10 

歌
枕
名
寄
一

一
七
七
・
色
し
み
え
ね
ば

-
Fhυ l
 

題
林
愚
抄
三
六
一
七

11 

女
房
三
六
人
歌
合
八

158 

-160一

20 

題
林
愚
抄
六
三
O
九
・
と
し
月
の

女
房
三
六
人
歌
合
八
四

159 

女
房
三
六
人
歌
合
八

41 

題
林
愚
抄
一
四
二
五
・
名
も
う
し

247 

新
時
代
不
同
歌
合
二
O
九

42 

題
林
愚
抄
一
四
九
三
・
と
き
は
か
き
は
の
松
の

248 

題
林
愚
抄
七
六
O
八
・
し
ぐ
る
め
り

84 

題
林
愚
抄
七
三
八
二

151 

歌
枕
名
寄
六
六
二
六

103 

歌
枕
名
寄
九
一
九
八
・
心
よ
る
と
も

前
稿
「
承
明
門
院
小
宰
相
全
歌
集
成
」
発
表
後
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
九
巻
『
中
世
私
家
集
五
」
(
平
成
一
三
年
四
月
、
朝
日
新

聞
社
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
鎌
倉
中
期
の
書
写
に
か
か
る
新
出
資
料
『
土
御
門
院
女
房
』
(
仮
題
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
解

122 

題
林
愚
抄
一
O
三
五
四
、
歌
枕
名
寄
四
五
五
九

一
、
各
句
索
引



題
で
井
上
宗
雄
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
書
名
が
な
く
、
江
戸
中
期
頃
補
わ
れ
た
紙
表
紙
に
「
此
集
は
土
御
門
院
に
つ
か
へ

ま
い
ら
せ
し
女
房
の
か
け
る
物
と
み
ゆ
も
し
家
隆
卿
の
女
小
宰
相
な
と
に
て
ゃ
あ
る
ら
ん
」
と
あ
る
と
い
う
。
井
上
氏
は
「
こ
の
『
土
御
門

院
女
房
」
が
、
土
御
門
院
に
仕
え
て
い
た
女
房
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
内
容
を
一
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
大

ま
か
な
内
容
を
紹
介
さ
れ
、
作
者
の
特
定
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
最
も
有
力
な
作
者
は
や
は
り
後
補
の
表
紙
に
記
す
小
宰
相
で
あ
る
。
が
、

No.1 

井
上
氏
も
「
き
め
て
に
は
欠
く
が
」
と
さ
れ
た
上
で
「
非
傷
の
情
の
溢
れ
て
い
る
丈
・
歌
か
ら
し
て
、
作
者
が
小
宰
相
で
あ
る
可
能
性
は
皆

無
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Vo1.23 

私
も
先
年
、
冷
泉
家
の
至
宝
展
で
こ
の
資
料
を
一
見
し
て
以
来
、
小
宰
相
の
家
集
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
の
刊
行

2001 

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
今
後
、
井
上
氏
の
解
題
に
導
か
れ
な
が
ら
『
土
御
門
院
女
房
』
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
作
者
小
宰
相
の
可
能
性
を

志皐館大学文学部研究紀要

探
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
小
宰
相
側
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま
ず
彼
女
の
全
歌
の
各
句
索
引
を
作
成
し
て
お
き
た
い
と

-161-

回
?
っ
。

凡
例

前
稿
で
集
成
し
た
二
七
一
首
に
今
回
補
っ
た
四
首
を
加
え
て

1
1
m
の
歌
番
号
を
付
す
。

二
七
五
首
の
各
句
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
仮
名
書
き
に
統
一
し
、

五
十
音
順
に
排
列
し
た
。
但
し
、
清
濁
は
分
か
つ
。
そ
の
場
合

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
表
記
に
よ
り
つ
つ
、
漢
字
を
仮
名
に
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
私
意
に
よ
る
。

『
新
編
国
歌
大
観
』
本
丈
で
は
底
本
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
助
動
調
「
ん
」
「
け
ん
」
「
ら
ん
」
等
は
「
む
」
「
け
む
」
「
ら
む
」
等
に
統

一
し
た
。

四

「
む
め
」
「
む
ま
」
「
か
む
(
ん
)
な
づ
き
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
つ
め
」
「
う
ま
」
「
か
み
な
づ
き
」
に
統
一
し
た
。

五

他
出
資
料
と
異
同
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
異
同
の
本
丈
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
掲
出
し
て
い
る
。
但
し
、
明
ら
か
な
誤
写
は
除
く
。
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ああ
か
し
が
た

あ
か
し
か
ね

あ
か
つ
き
さ
む
き

あ
か
で
ち
る

あ
か
で
や
み
に
し

あ
き
か
ぜ
ぞ
ふ
く

あ
き
か
ぜ
に

あ
き
か
ぜ
の

あ
き
か
ぜ
の
ふ
く

あ
き
き
ぬ
と

あ
き
こ
と
に

あ
き
ぞ
し
ら
る
る

あ
き
な
た
の
め
そ

あ
き
に
し
ら
れ
ぬ

あ
き
の
い
ろ
に
ゃ

あ
き
の
か
た
み
と

あ
き
の
け
し
き
ぞ

あ
き
の
た
の

あ
き
の
ち
ぎ
り
に

あ
き
の
つ
き

あ
き
の
な
か
ば
の

あ
き
の
は
つ
し
も

あ
き
の
ひ
か
ず
に

あ
き
の
も
の
と
は

2 82 

201 147 71 152 65 153 117 60 202 53 91 177 17 56 54 130 8 124 200 249 139 124 61 152 

あ
き
の
や
ま
ざ
と

あ
き
の
や
ま
も
と

あ
き
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

あ
き
の
よ
の

あ
き
の
よ
は

あ
き
の
よ
を

あ
き
の
わ
か
れ
を

あ
き
は
い
ろ
そ
ふ

あ
き
は
か
ぎ
り
に

あ
き
は
ぎ
の
は
な

あ
き
も
な
ほ

あ
く
る
ほ
ど
な
き

あ
け
ぬ
ま
を

あ
け
ぼ
の
の
そ
ら

あ
さ
が
す
み

あ
さ
が
ほ
の
は
な

あ
さ
ぎ
が
に
は
ぞ

あ
さ
ぐ
も
の

あ
さ
た
つ
の
べ
の

あ
さ
っ
ゆ
も

あ
さ
で
の
わ
か
な

あ
さ
な
あ
さ
な

あ
さ
ひ
の
や
ま
の

あ
し
が
ら
の
や
ま

あ
し
た
づ
の

27 

149 142 

272 68 123 263 252 224 175 210 77 172 4 54 172 141 178 149 162 161 73 61 63 157 261 150 148 

あ
し
の
は
に

あ
し
の
は
も

あ
す
か
が
は

あ
す
し
ら
ぬ

あ
す
は
な
が
め
む

あ
だ
し
ご
こ
ろ
と

あ
だ
な
り
と

あ
だ
に
む
す
び
し

あ
た
ら
よ
の

あ
ぢ
か
ま
の

あ
づ
さ
ゆ
み

あ
と
た
え
て

あ
と
に
か
ひ
な
き

あ
と
に
の
こ
ら
む

あ
と
の
し
ら
な
み

あ
と
も
は
か
な
き

あ
は
ぢ
し
ま

あ
は
で
の
も
り
の

あ
は
れ
ぞ
っ
き
に

あ
は
れ
と
も

あ
は
れ
と
や

あ
は
れ
に
も

あ
は
れ
や
そ
は
む

あ
は
れ
を
み
す
る

あ
ひ
み
る
は
る
は

139 159 246 220 82 213 244 259 109 112 268 155 272 26 103 263 195 21 270 190 202 138 126 219 111 



No.1 

あ
ふ
こ
と
か
た
き

あ
ふ
さ
か
の
や
ま

あ
ふ
せ
あ
り
や
と

あ
ふ
せ
も
し
ら
で

あ
ふ
た
の
み
あ
る

あ
ふ
ひ
と
か
ら
と

あ
ま
た
に
つ
つ
む

あ
ま
た
へ
に
け
り

あ
ま
の
が
は

あ
ま
の
か
は
な
み

あ
ま
も
か
づ
き
ぬ

あ
ま
を
ぶ
ね

あ
め
は
ふ
り
き
ぬ

あ
め
ふ
り
く
ら
す

あ
や
し
と
き
き
し

あ
ら
い
そ
に

あ
ら
し
や
ゆ
き
を

あ
ら
す
き
か
へ
す

あ
ら
ね
ど
も

あ
ら
は
れ
に
け
り

あ
ら
む
も
の
と
は

あ
り
あ
け
の

あ
り
し
わ
か
れ
は

あ
る
じ
と
て

あ
れ
ま
さ
る

62 165 

134 250 1 104 158 269 83 180 273 12 58 32 117 59 99 262 257 139 144 61 153 145 90 163 89 
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あ
れ
ま
さ
る
な
り

あ
を
や
ぎ
を

'
U
 
い
か
が
せ
む

い
か
で
ま
た

い
か
な
れ
ば

い
か
に
し
て

い
か
に
せ
む

い
か
に
ち
ぎ
り
て

い
か
に
ち
ぎ
れ
ば

い
か
に
と
む
べ
き

い
か
に
ね
し
よ
と

い
か
に
ま
た
れ
て

い
か
ば
か
り

い
く
か
へ
り

い
く
か
も
あ
ら
ぬ

い
く
た
の
も
り
の

い
く
ち
よ
き
み
に

い
く
へ
も
つ
も
る

い
く
ゐ
は
あ
れ
ど

い
け
に
す
む

い
け
の
や
な
ぎ
や

い
こ
ま
の
や
ま
は

い
そ
ぐ
な
る
ら
む

104 

22 1~ 100 

36 85 254 79 97 78 122 178 147 108 48 204 247 43 16 184 193 42 235 249 157 31 267 

い
た
ゐ
の
し
み
づ

い
つ
お
も
ひ
け
む

い
つ
か
い
で
け
む

い
づ
く
と
も

い
づ
く
も
お
な
じ

い
つ
と
な
く

い
つ
な
り
て

い
つ
の
ひ
と
ま
に

い
つ
の
ま
に

い
つ
ま
で
か
み
し

い
づ
る
よ
り

い
づ
れ
ぞ
と

い
で
か
は
る

い
で
そ
め
て

い
で
に
け
る

い
で
ぬ
と
み
え
て

い
と
ぞ
み
だ
る
る

い
と
な
み
も

い
と
は
る
る

い
と
ふ
べ
き
よ
ぞ

い
と
ま
あ
り
て

い
な
ば
の
や
ま
の

い
の
ち
た
え
な
ぱ

い
の
ち
た
へ
ず
は

い
の
ち
と
な
れ
る

20 145 145 106 37 238 237 232 182 274 174 262 236 76 266 101 164 36 201 113 78 194 59 199 221 
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い
の
り
こ
し

い
は
が
き
し
み
づ

い
は
し
み
づ

い
は
ほ
が
う
へ
に

い
ふ
ば
か
り
な
る

い
ほ
も
る
し
づ
も

い
ま
さ
し
の
ぼ
る

い
ま
ぞ
し
り
け
る

い
ま
は
ま
た

い
ま
は
み
る
ら
む

い
ま
や
っ
む
ら
む

い
り
あ
ひ
の
か
ね
の

い
り
か
か
る

い
り
し
ほ
さ
む
き

い
り
ひ
い
ろ
こ
き

い
る
さ
の
や
ま
の

い
る
の
の
す
ゑ
の

い
ろ
か
は
る

い
ろ
か
は
る
ま
で

い
ろ
し
み
え
ね
ば

い
ろ
に
み
え
ね
ど

い
ろ
に
も
え
ゆ
く

い
ろ
の
み
や

い
ろ
は
み
え
け
る

い
ろ
は
み
え
け
れ

1]1崎

146 146 202 102 10 10 162 91 118 160 52 267 245 43 252 245 179 46 242 153 54 108 23 249 94 

い
ろ
は
み
せ
け
れ

い
ろ
も
は
か
な
し

い
ろ
を
か
へ
た
る

い
ろ
を
の
こ
し
て

い
ろ
を
わ
く
ら
む

つう
き
し
づ
む
た
ま

う
き
た
る
み
を
や

う
き
ふ
し
し
げ
き

う
き
み
に
か
ぎ
る

う
き
み
の
か
げ
を

う
き
み
の
は
て
か

う
き
み
も
さ
そ
へ

う
き
も
の
と

う
き
も
の
と
い
ふ

う
き
よ
な
り
と
は

う
き
ょ
を
あ
き
の

う
き
ょ
を
い
と
ふ

う
ぐ
ひ
す
に

う
ぐ
ひ
す
の

う
し
と
み
し

う
し
と
も
き
き
つ

う
ち
そ
よ
ぎ

う
ち
た
え
て

166 

77 110 213 1 253 214 129 191 13 104 141 133 240 100 145 107 210 99 136 30 220 85 146 

う
ぢ
の
わ
た
り
に

う
つ
こ
ろ
も
か
な

う
っ
し
で
も

う
っ
せ
み
の

、
つ
つ
ろ
ひ
ぬ

う
つ
ろ
ひ
ま
が
ふ

う
つ
ろ
ふ
い
ろ
ぞ

、
つ
つ
ろ
ふ
い
ろ
を

う
つ
ろ
ふ
に
は
の

う
の
は
な
の

う
の
は
な
は

う
へ
に
み
だ
れ
て

う
み
か
け
て

う
み
に
ふ
く
ら
む

う
み
や
ま
に

う
め
の
は
な

う
ら
か
ぜ
さ
む
み

う
ら
ぢ
は
る
か
に

う
ら
の
み
な
と
ぞ

う
ら
び
と
の

う
ら
み
ぬ
そ
で
も

う
ら
み
ま
で

う
ら
み
や
は
せ
し

う
ゑ
は
じ
め
け
む

30 

171 7 

196 6 203 173 4 268 112 263 231 269 64 256 222 206 45 149 270 138 142 199 230 100 69 143 
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-ええ
だ
か
は
す
ら
む

え
や
は
う
ら
む
る

No.1 

おお
い
そ
の
も
り
の

お
い
の
ね
ざ
め
の

お
い
を
む
か
ふ
る

お
き
も
せ
ず

お
く
つ
ゆ
や

お
く
て
の
い
ね
を

お
く
や
ま
の

お
く
る
ら
む

お
し
な
べ
て

お
ち
く
る
み
づ
の

お
ち
て
な
が
る
る

お
と
に
で
も

お
と
は
が
は

お
な
じ
う
き
ょ
を

お
な
じ
え
に

お
な
じ
く
は

お
な
じ
そ
ら
に
ぞ

お
な
じ
な
が
れ
の

お
な
じ
ま
が
き
の

お
な
じ
み
な
と
に

71 

93 173 18 236 2ω42 234 90 115 72 162 264 273 249 205 260 32 232 82 209 
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40 184 

お
の
が
う
ゑ
た
る

お
の
が
さ
つ
き
と

お
の
が
た
ぐ
ひ
と

お
の
が
つ
ま

お
の
が
は
る
と
て

お
の
づ
か
ら

お
の
れ
し
ぐ
れ
て

お
の
れ
と
む
す
ぶ

お
の
れ
の
み

お
ほ
か
た
の

お
ほ
か
る
の
ベ
に

お
も
か
げ
や

お
も
か
げ
を

お
も
ひ
あ
り
と
は

お
も
ひ
か
ね

お
も
ひ
き
え
ぬ
と

お
も
ひ
き
や

お
も
ひ
し
る
ら
む

お
も
ひ
し
れ

お
も
ひ
そ
め
け
む

お
も
ひ
そ
め
け
め

お
も
ひ
そ
め
け
る

お
も
ひ
と
く

お
も
ひ
に
は

お
も
ひ
は
な
さ
じ

36 

211 95 240 30 30 190 37 210 86 207 218 225 247 19 170 3 253 57 74 87 28 16 195 46 176 

お
も
ひ
ま
す
べ
き

お
も
ひ
み
し

お
も
ひ
み
だ
る
る

お
も
ひ
も
い
れ
ず

お
も
ひ
も
い
れ
ぬ

お
も
ひ
も
は
れ
ぬ

お
も
ひ
や
る

お
も
ひ
わ
び
て
ぞ

お
も
ひ
を
ひ
と
に

お
も
ふ
と
も

お
も
へ
ば
み
ち
は

お
や
を
そ
む
け
る

お
り
た
っ
た
ご
の

お
り
は
へ
の
こ
る

26 47 214 121 10 229 197 163 161 161 69 235 37 40 
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A
M
 
か
が
み
の
や
ま
に

か
か
れ
る
ふ
ぢ
の

か
き
く
も
り

か
き
ね
に
さ
け
ば

か
き
ね
の
き
く
も

か
ぎ
り
だ
に
な
し

か
ぎ
り
な
り
け
る

か
ぎ
り
も
し
ら
ぬ

か
ぎ
り
を
も

11 121 203 21 199 231 29 42 208 
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か
ぎ
る
を
も

か
く
れ
す
む

か
げ
そ
へ
て

か
げ
だ
に
み
せ
よ

か
げ
だ
に
も
せ
ず

か
け
て
だ
に

か
げ
な
れ
ば

か
げ
に
し
の
ぶ
る

か
げ
の
こ
し
け
む

か
け
ひ
の
み
づ
の

か
げ
よ
り
ぞ

か
げ
ろ
ふ
の

か
げ
を
だ
に
み
む

か
こ
そ
あ
は
れ
と

か
ざ
こ
し
の

か
さ
な
る
け
ふ
の

か
ず
か
ず
に

か
す
こ
と
は

か
ず
ぞ
そ
ひ
ぬ
る

か
ず
な
ら
で

が
ず
な
ら
ぬ

か
ず
は
つ
も
ら
じ

か
す
み
ぞ
か
か
る

か
す
み
そ
め
つ
つ

か
す
み
に
つ
き
ぞ

3 164 25 9 231 153 100 55 51 44 188 30 249 96 34 115 152 45 134 73 45 128 81 105 11 

か
す
み
も
い
く
へ

か
す
む
に
つ
け
て

か
す
む
よ
の

か
ぜ
と
ゃ
な
れ
も

か
ぜ
に
さ
へ

か
ぜ
に
ま
か
す
る

か
ぜ
の
お
と
か
な

か
ぜ
の
お
と
に

か
ぜ
の
お
と
は

か
ぜ
の
お
と
も

か
ぜ
の
け
し
き
に

か
ぜ
の
し
ら
か
は

か
ぜ
の
た
よ
り
を

か
ぜ
の
や
ど
り
や

か
ぜ
の
や
ど
り
を

か
ぜ
は
ふ
く
ら
め

か
ぜ
ふ
き
す
さ
む

か
ぜ
ふ
き
た
ち
ぬ

か
ぜ
ふ
き
わ
け
ぬ

か
ぜ
ふ
く
ご
と
に

か
ぜ
を
ま
つ
ま
に

か
ぜ
を
ま
つ
ま
も

か
た
し
く
そ
で
を

か
た
の
の
み
の
に

か
た
の
の
ゆ
き
に

7 137 49 192 111 270 194 56 87 72 148 251 53 241 223 112 217 257 34 159 14 

か
た
み
な
る
ら
む

か
た
も
さ
だ
め
ず

か
た
を
か
の

か
つ
が
つ
か
は
る

か
づ
ら
き
の
や
ま

か
ど
で
な
り
け
り

か
な
し
か
る
ら
む

か
は
お
と
す
み
て

か
は
お
と
た
か
き

か
は
か
ぜ
を

か
は
せ
す
ず
し
き

か
は
ら
ぬ
い
ろ
に

か
は
り
や
は
て
む

か
ひ
な
し
ゃ

か
ひ
も
な
し

か
へ
り
み
る

か
へ
る
か
り

か
へ
る
か
り
が
ね

か
へ
る
さ
と
び
と

か
へ
る
さ
に

か
ほ
よ
ど
り

か
み
ぢ
や
ま

か
み
な
づ
き

か
み
や
ま
の

か
み
よ
の
は
な
や

19 257 120 7 

35 

255 94 9 122 97 154 38 257 177 268 105 95 248 184 53 218 48 165 62 1 25 72 266 192 254 
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No. 1 

か
み
よ
の
は
る
や

か
や
り
ぴ
も

か
ら
こ
と
の
い
そ

か
り
が
ね
も

か
り
に
の
み

か
り
の
う
き
ょ
に

か
り
ほ
の
い
ほ
に

か
る
か
と
ぞ
み
る

か
れ
ゆ
く
に
は
の

か
を
と
ど
む
ら
む

Vol.23 2001 

圭
Cき
え
て
あ
と
な
き

き
き
し
に
に
た
る

き
き
て
も
い
と
へ

き
ぎ
の
し
づ
く
も

き
ぎ
の
も
み
ぢ
ば

き
く
ぞ
う
つ
ろ
ふ

き
く
ひ
と
の

き
し
に
と
し
ふ
る

き
し
の
や
な
ぎ
の

き
の
ふ
け
ふ
か
な

き
の
ふ
に
は
に
ぬ

き
み
が
あ
た
り

き
み
が
よ
に

志撃館大学文学部研究紀要

175 185 166 117 132 119 261 108 225 135 

き
み
の
こ
こ
ろ
に

き
よ
み
が
た

き
り
ぎ
り
す
か
な

き
り
た
ち
て
け
り

き
り
た
っ
そ
ら
に

き
り
ふ
か
き

ノ、くさ
な
ら
ず
と
も

く
さ
の
い
ほ
り
を

く
さ
の
し
げ
み
に

く
き
の
と
ざ
し
の

く
さ
の
は
ら

く
さ
の
ゆ
か
り
も

く
ち
き
の
そ
ま
に

く
も
だ
に
も
が
な

く
も
ぢ
は
る
か
に

く
も
の
う
へ
の

く
も
の
た
よ
り
に

く
も
の
と
だ
え
も

く
も
の
は
た
て
を

く
も
ふ
き
は
ら
ふ

く
も
る
ら
む

く
も
ゐ
の
よ
そ
に

く
も
を
ば
よ
そ
に

147 105 

5 84 3 241 58 25 223 15 52 193 187 76 185 172 49 65 133 

18 85 54 29 182 114 69 70 154 142 238 97 240 

112 151 68 181 258 23 

く
る
す
の
を
の
の

く
る
ひ
と
も
な
き

く
る
よ
あ
り
せ
ば

く
る
る
よ
り

く
る
る
を
い
か
に

く
る
れ
ば
ひ
と
の

く
れ
に
け
り

く
れ
ぬ
と
て

く
れ
ゆ
く
そ
ら
も

64 

49 41 51 201 83 241 103 218 261 

+' 
け
さ
こ
そ
い
と
ど

け
さ
み
れ
ば

け
し
き
ま
で

け
ぬ
が
う
へ
に

け
ふ
ぞ
の
ば
ら
に

け
ふ
だ
に
も

け
ふ
の
な
が
め
は

け
ふ
の
ひ
も

け
ふ
は
か
な
し
き

け
ふ
ば
か
り

け
ふ
は
こ
よ
ひ
ぞ

け
ふ
ま
で
も

け
ふ
や
む
か
し
と

け
ぶ
り
た
つ

88 70 126 203 73 138 43 32 198 174 78 47 199 212 
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け
ぶ
り
に
て

け
ぶ
り
の
の
ち
の

け
ぶ
り
を
た
え
ぬ
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ア」こ
え
つ
ら
む

こ
ぎ
ゃ
い
で
な
む

こ
く
う
す
く

こ
ぐ
ふ
ね
の

こ
け
む
し
ろ

こ
こ
の
へ
の

こ
こ
ろ
あ
り
せ
ば

こ
こ
ろ
い
る
と
も

こ
こ
ろ
こ
そ

こ
こ
ろ
さ
だ
め
ぬ

こ
こ
ろ
さ
へ

こ
こ
ろ
す
み
て
ぞ

こ
こ
ろ
す
み
て
も

こ
こ
ろ
と
け
た
る

こ
こ
ろ
な
き

こ
こ
ろ
な
ら
ず
は

こ
こ
ろ
な
り
せ
ば

こ
こ
ろ
に
ふ
る
す

こ
こ
ろ
の
み

こ
こ
ろ
も
お
か
ず

226 265 269 

こ
こ
ろ
も
と
め
ぬ

こ
こ
ろ
よ
る
と
も

こ
こ
ろ
を
し
り
て

こ
こ
ろ
を
ぞ
く
む

こ
し
の
う
み
を

こ
ず
ゑ
に
か
か
る

こ
と
の
は
ぞ
な
き

こ
ぬ
ひ
と
た
の
む

こ
ぬ
ひ
と
に

こ
ぬ
ひ
と
の
か
に

こ
の
さ
と
に

こ
の
し
た
と
ほ
き

こ
の
は
し
ぐ
れ
ぬ

こ
の
は
や
も
ろ
く

こ
の
ほ
ど
は

こ
の
ほ
ど
や

こ
の
ま
も
り
く
る

こ
の
ま
ゆ
く

こ
は
た
の
み
ね
に

こ
は
た
の
み
ね
を

こ
ひ
し
か
る
ら
む

こ
ひ
し
な
ば

こ
ひ
そ
ひ
て

こ
ひ
と
き
か
ず
は

こ
ひ
と
き
か
ね
ば

66 

144 144 144 155 228 143 143 50 34 180 205 125 9 57 196 171 67 130 87 193 59 115 221 103 35 

179 235 20 129 157 225 109 241 66 192 216 189 103 129 80 114 268 205 93 48 

こ
ひ
ゃ
な
か
ら
む

こ
ふ
と
も
し
ら
じ

こ
ほ
り
の
う
へ
に

こ
ほ
れ
る
ほ
ど
や

こ
れ
の
み
ぞ

こ
ろ
ぞ
さ
び
し
き

こ
ろ
な
ら
ば

こ
ろ
も
う
つ
な
り

こ
ろ
も
う
つ
な
る

こ
ろ
も
が
は

こ
ろ
も
で
の

こ
ろ
も
で
の
も
り

こ
ゑ
き
け
ば

こ
ゑ
ぞ
あ
や
し
き

こ
ゑ
た
て
ね
ど
も

こ
ゑ
だ
に
も
せ
ず

こ
ゑ
だ
に
も
な
し

こ
ゑ
な
ら
で

こ
ゑ
の
か
ぎ
り
を

こ
ゑ
も
た
ゆ
ま
ぬ

こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て

9 75 28 79 228 10 88 183 230 46 27 97 97 17 170 43 260 26 14 197 2 
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No.1 

さ
え
ゆ
く
そ
ら
の

さ
か
し
ら
に

さ
か
づ
き
の

さ
ぎ
さ
か
や
ま
の

さ
き
そ
む
る

さ
き
ぬ
と
き
け
ば

さ
く
は
な
や

さ
く
や
ま
ぶ
き
の

さ
く
ら
さ
く

さ
く
ら
ば
な

さ
け
ぱ
か
っ

さ
ぞ
く
も
り
な
き

さ
そ
は
る
る

さ
そ
ひ
き
ぬ
ら
む

さ
だ
め
な
き

さ
だ
め
な
き
み
に

さ
だ
め
な
き
よ
か

さ
っ
き
の
そ
ら
を

さ
と
つ
づ
き

さ
と
と
ほ
く

さ
と
び
と
の

さ
と
び
と
は

さ
と
わ
か
ず

さ
な
へ
と
り

さ
の
み
こ
こ
ろ
を

Vol.23 2001 志撃館大学文学部研究紀要

15 

138 

39 47 6 174 233 118 107 16 236 177 7 183 194 188 270 186 137 41 136 186 168 63 70 176 2 

さ
の
み
ね
ぬ
よ
の

さ
び
し
か
ら
ぬ
は

さ
び
し
く
て

さ
び
し
け
れ

さ
へ
づ
る
は
る
も

さ
ほ
ひ
め
の

さ
み
だ
れ
に

さ
み
だ
れ
の
こ
ろ

さ
ゆ
る
よ
は

さ
よ
ち
ど
り
か
な

さ
ら
し
な
の
さ
と

さ
ら
せ
る
ぬ
の
ぞ

さ
ら
に
ま
た

さ
り
と
も
は
な
は

さ
る
さ
は
の

さ
を
し
か
の

ー

υし
が
の
あ
ま
の

し
か
の
な
く
ら
む

し
か
も
な
く
な
り

し
か
も
な
く
な
る

し
き
つ
の
う
ら
の

1
)
ρ
¥
又
》
九
袖
h
リ

し
ぐ
る
め
り

150 

170 74 

260 254 37 122 206 251 218 197 48 215 31 167 212 230 230 9 

204 8 124 

248 248 114 8 179 160 161 

し
ぐ
る
ら
む

し
ぐ
れ
せ
ぬ
よ
も

し
ぐ
れ
だ
に

し
げ
き
っ
ゆ
か
な

し
た
の
お
び
の

し
た
へ
ど
も

し
守
つ
が
い
ほ
り
の

し
づ
く
か
は

し
づ
の
め
が

し
づ
の
め
も

し
な
ぬ
く
す
り
の

し
の
び
こ
し

し
の
び
し
こ
ろ
は

し
の
び
て
か
よ
ふ

し
の
び
て
や

し
の
び
は
て
な
で

し
の
ぶ
に
た
へ
ぬ

し
の
ぶ
や
ま

し
ば
し
ば
か
り
ぞ

し
ひ
し
ば
が
く
れ

し
ひ
し
ば
の

し
は
つ
を
さ
し
て

し
ほ
ゃ
く
さ
と
の

し
ぼ
る
か
な

し
も
が
れ
の

217 120 4 263 184 94 226 271 146 94 187 271 6 102 275 252 197 259 225 177 21 173 216 125 22 
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し
も
が
れ
は
つ
る

し
も
が
れ
は
て
て

し
も
む
す
ぶ

し
ら
く
も
の

し
ら
せ
ぬ
は
な
を

し
ら
で
ぞ
す
ぎ
し

し
ら
と
り
の

し
ら
ま
ゆ
み

し
ら
ゆ
き
の

し
ら
れ
け
り

し
ら
れ
に
し

し
り
に
け
む

し
り
ぬ
ら
む

し
る
け
れ
ば

し
る
し
も
み
え
ず

し
る
し
も
み
せ
ず

し
る
べ
す
る

し
る
ら
め
や

し
ろ
く
な
り
ゆ
く

すす
が
た
の
い
け
の

す
ぎ
ぬ
な
り

す
ぎ
の
あ
を
ば
も

す
ず
し
さ
は

77 151 56 94 94 24 181 123 60 13 207 160 63 158 194 240 181 219 76 

す
だ
く
ほ
た
る
の

す
み
あ
ら
す
ら
む

す
み
う
か
り
け
む

す
み
か
ふ
る

す
み
よ
し
の

す
み
わ
び
ぬ

す
む
ひ
と
か
ら
や

す
む
ひ
と
は

す
む
ら
ん
ひ
と
の

す
ゑ
ば
よ
り

せせ
き
い
れ
ぬ
み
づ
も

せ
き
か
ぬ
る

せ
き
と
な
る
ら
む

せ
き
の
と
に

せ
き
の
わ
ら
や
の

せ
め
て
は
は
な
の

49 204 176 132 

そそ
で
し
の
う
ら
に

そ
で
に
か
け
け
る

そ
で
に
な
ほ

そ
で
ぬ
ら
す
ら
む

そ
で
は
さ
な
が
ら

33 115 137 178 226 114 13 111 219 51 

そ
で
ま
で
も

そ
で
を
し
き
て
も

そ
ひ
て
は
も
の
を

そ
へ
て
み
る
ら
む

そ
へ
む
も
の
と
は

そ
ま
や
ま
か
げ
に

そ
め
な
の
こ
し
そ

そ
ら
に
き
こ
ゆ
る

そ
ら
に
し
も

そ
ら
に
し
も
な
く

そ
ら
に
な
く
ら
む

そ
ら
に
の
こ
さ
む

そ
ら
ゆ
く
っ
き
も

そ
れ
と
も
み
え
ぬ

33 63 50 35 35 191 59 154 113 86 34 235 95 161 

193 163 68 243 90 215 

たた
え
ぬ
け
ぶ
り
に

た
え
ぬ
け
ぶ
り
や

た
え
ま
た
え
ま
に

た
が
い
つ
は
り
に

た
が
い
つ
は
り
を

た
が
う
ゑ
お
き
し

た
が
お
も
か
げ
の

-守、、
a

，-，、

手
/
，
刀
品
川
工
J
p
h

た
か
し
の
お
き
も

267 103 208 140 185 35 92 144 144 

44 201 86 12 229 



No.1 

た
が
た
め
に

た
が
ち
ぎ
り
よ
り

た
が
な
ご
り
を
か

た
か
ね
よ
り

た
き
つ
こ
こ
ろ
は

た
き
も
す
さ
ま
ぬ

た
ぐ
ひ
あ
る

た
ぐ
ひ
あ
る
み
を

た
け
の
そ
の
ふ
の

た
そ
か
れ
の
そ
ら

た
ち
か
く
れ
て
や

た
ち
そ
ふ
た
み
の

た
ち
そ
む
る

た
ち
そ
め
て

た
ち
な
れ
て

た
ち
ぬ
れ
て
な
く

た
ち
よ
る
ひ
と
の

た
ち
わ
か
れ
ぬ
る

た
ち
わ
た
る

た
ち
わ
た
る
ら
む

た
つ
け
ぶ
り
か
な

た
っ
た
や
ま

た
っ
ち
ど
り
か
な

た
づ
ぬ
と
も

た
づ
ね
み
し

124 

275 88 217 262 264 14 80 272 119 259 113 144 24 269 160 198 107 151 133 88 90 72 119 106 259 

Vol.23 2001 志撃館大学文学部研究紀要

た
ど
り
わ
び

た
な
な
し
を
ぶ
ね

た
な
ば
た
つ
め
に

た
に
の
い
は
が
き

た
に
の
し
た
み
づ

た
の
ま
れ
ず

た
の
む
ば
か
り
の

た
の
も
な
ら
ぬ
を

た
び
び
と
の

た
ま
ざ
さ
の

た
ま
の
を
も
が
な

た
ま
ゆ
ゑ
に

た
ゆ
る
も
の
か
は

た
よ
り
あ
ら
ば

た
よ
り
な
る
ら
む

た
よ
り
に
さ
け
る

た
よ
り
も
し
ら
ぬ

た
よ
り
を
し
へ
よ

た
れ
し
の
べ
と
て

た
れ
に
み
や
こ
を

た
れ
わ
が
や
ま
と

た
れ
を
し
む
ら
む

12 79 

61 245 120 175 45 84 172 180 250 121 274 11 222 175 176 250 92 271 48 55 93 93 

ちち
か
き
み
か
り
の

ち
か
け
れ
ば

ち
ぎ
り
お
く
ら
む

ち
ぎ
り
け
む

ち
ぎ
り
な
り
け
り

ち
ぎ
る
ら
む

ち
ど
り
な
く
な
り

ち
ど
り
な
く
ら
む

ち
ょ
の
ひ
か
り
も

ち
よ
も
ま
か
せ
よ

ち
よ
を
ひ
と
ょ
に

ち
ら
ぬ
よ
り

ち
り
に
け
む

ち
り
ぬ
る
あ
と
に

ち
り
は
て
に
け
り

ち
る
と
み
て

40 206 195 255 38 55 23 70 82 263 257 231 135 122 107 

19 

つつ
き
か
げ
に

つ
き
か
げ
は

っ
き
ぞ
か
か
れ
る

っ
き
ぞ
さ
や
け
き

つ
き
な
れ
ば

っ
き
に
あ
は
れ
を

つ
き
に
さ
え
た
る

っ
き
に
そ
へ
て
や

F
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っ
き
に
ち
ぎ
り
て

っ
き
に
な
ぐ
さ
む

つ
き
に
な
く
ら
む

つ
き
の
い
ろ
も

っ
き
の
か
げ
か
な

つ
き
の
た
め
と
や

っ
き
の
み
ふ
ね
を

つ
き
は
こ
の
ま
に

つ
き
は
な
ほ

っ
き
は
み
え
け
り

つ
き
ま
ち
い
づ
る

っ
き
も
ひ
も

つ
き
や
ど
る

っ
き
や
み
る

つ
き
や
み
る
ら
む

つ
き
を
あ
は
れ
と

つ
き
を
ま
つ
か
な

つ
き
を
み
る
か
な

っ
く
さ
ず
も
が
な

っ
く
す
べ
き

つ
く
ば
ね
の

つ
げ
ず
と
も

っ
た
ひ
く
る

つ
の
く
に
の

つ
ま
ぞ
と
も

178 156 

69 219 115 74 264 46 39 18 241 191 161 153 66 236 251 242 221 262 183 64 159 2 141 157 104 

つ
ま
ど
ふ
し
か
の

つ
ま
ど
ふ
よ
は
の

つ
ま
む
か
へ
ぶ
ね

つ
ま
を
や
た
の
む

つ
み
に
い
づ
ら
む

つ
む
き
く
の

つ
も
れ
る
に
は
を

つ
ゆ
お
き
ま
よ
ふ

つ
ゆ
ぞ
う
つ
ろ
ふ

つ
ゆ
な
が
ら

つ
ゆ
な
が
ら
か
せ

っ
ゅ
に
ま
か
せ
て

つ
ら
か
ら
で

つ
ら
き
こ
こ
ろ
の

つ
れ
な
き
い
ろ
を

つ
れ
な
き
も
の
は

つ
れ
な
く
も

つ
れ
も
な
き

8 61 

132 167 127 140 11 98 65 118 149 57 2ω207 131 28 8 165 260 259 

てて
ご
と
に
を
り
て

て
ぞ
め
の
い
と
の

で
に
も
か
か
ら
ず

て
ら
す
べ
し
と
は

123 99 31 38 

〉」と
が
へ
る
や
ま
も

と
き
し
ら
ぬ

と
き
は
に
し
げ
く

と
き
は
の
ま
つ
の

と
き
は
の
も
り
の

と
し
つ
き
の

と
し
つ
き
を

と
し
つ
も
る

と
し
の
く
れ
か
な

と
し
ふ
れ
ど

と
し
へ
た
る

と
し
を
の
こ
し
て

と
し
を
へ
て

と
ひ
が
ほ
に
し
も

と
ひ
こ
か
し

と
ひ
も
せ
で

と
ひ
や
せ
む

と
ひ
わ
か
ぬ

と
ひ
わ
ぴ
ぬ

と
ふ
の
す
が
ご
も

と
ふ
べ
き
も
の
と

と
ぶ
ほ
た
る
か
な

と
へ
か
し
ひ
と
の

と
ほ
ざ
か
り
ゆ
く

268 250 229 200 120 76 76 67 140 198 82 11 24 208 91 232 71 20 20 10 42 264 169 248 



No. 1 

と
ま
ら
ぬ
は
る
の

と
ま
る
な
ら
ひ
も

と
ま
る
ら
む

と
め
て
も
み
ば
や

と
も
づ
る
の
こ
ゑ

と
も
と
て
や

と
ら
ふ
す
の
べ
も

と
り
は
な
く
ら
む

Vo1.23 

なな
が
き
お
も
ひ
を

な
が
き
ち
ぎ
り
も

な
が
き
よ
の

な
か
ぞ
ら
に

な
が
つ
き
の

な
が
つ
き
の
そ
ら

な
か
な
か
に

な
が
な
く
こ
ろ
は

な
か
な
れ
ば

な
か
は
た
ゆ
と
も

な
が
め
あ
か
で

な
が
め
そ
め
け
む

な
が
め
て
も

な
が
め
な
ら
ね
ば

な
が
め
よ
り

143 70 

54 3 156 191 244 128 21 213 79 131 152 243 129 92 157 

2001 志Z書館大学文学部研究紀要

104 98 183 109 73 208 39 203 

な
か
り
け
り

な
か
り
け
れ

な
が
れ
き
ぬ

な
が
れ
て
き
よ
き

な
が
れ
て
の
ち
に

な
き
て
す
ぐ
る
を

な
き
は
な
に

な
く
う
ぐ
ひ
す
の

な
く
か
り
も

な
ぐ
さ
む
ほ
ど
の

な
ぐ
さ
め
が
た
き

な
ぐ
さ
め
も

な
く
ね
も
い
ろ
は

な
く
ね
も
か
は
り

な
く
む
し
の
ね
に

な
く
を
し
は

な
げ
き
こ
る

な
げ
き
は
あ
れ
ど

な
げ
く
に
あ
ま
る

な
け
ど
も
ゆ
き
は

な
け
や
さ
っ
き
の

な
ご
り
か
は

な
ご
り
と
て

な
さ
け
わ
く
ら
む

な
ぞ
も
か
く

96 

191 101 

237 37 193 32 6 253 146 139 227 228 62 214 150 226 251 87 151 27 39 211 90 23 215 169 49 

な
だ
の
し
は
や
を

な
つ
ご
ろ
も

な
っ
し
も
あ
ら
き

な
つ
の
つ
き

な
つ
の
や
ま
か
げ

な
つ
の
よ
の
つ
き

な
と
り
が
は

な
に
お
ふ
よ
は
の

な
に
し
た
ふ
ら
む

な
に
ぞ
す
む
ら
し

な
に
は
え
や

な
に
は
の
さ
と
や

な
の
み
き
く

な
ほ
う
き
ひ
と
の

な
ほ
お
な
じ
ょ
に

な
ほ
こ
ほ
り
し
く

な
ほ
ざ
り
に

な
ほ
ざ
り
の

な
ほ
す
み
わ
ぶ
る

な
ほ
つ
ま
こ
ふ
る

な
ほ
の
こ
り
け
る

な
ほ
の
こ
る
ら
む

な
ほ
ふ
か
く

な
ほ
み
だ
れ
つ
つ

な
み
、
つ
つ
き
し
に

127 132 246 19 244 170 148 106 211 14 158 156 275 219 111 63 194 242 145 220 230 50 223 44 88 
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な
み
た
か
く
み
ゆ

な
み
だ
こ
そ

な
み
だ
さ
へ

な
み
だ
な
が
ら
ぞ

な
み
だ
な
る
ら
む

な
み
だ
に
し
ぼ
る

な
み
だ
に
ぞ

な
み
だ
の
あ
め
の

な
み
だ
ば
か
り
ぞ

な
み
ぢ
と
や

な
み
の
う
へ
も

な
み
の
み
な
み
の

な
み
の
よ
る

な
み
の
を
か
く
る

な
み
ま
よ
り

な
み
も
て
ゆ
へ
る

な
み
や
か
く
ら
む

な
も
あ
ら
ず

な
も
あ
ら
は
る
る

な
ら
は
ぬ
ほ
ど
ぞ

な
ら
ひ
き
て

な
ら
ひ
て
か

な
ら
ひ
な
り
せ
ば

な
ら
ひ
に
は

な
ら
へ
と
は

140 119 44 35 35 116 51 214 114 109 99 108 182 274 121 258 12 237 146 86 260 102 201 146 256 

な
り
に
け
り

な
り
ぬ
ら
む

な
り
は
じ
め
け
れ

な
り
ゃ
し
な
ま
し

な
り
や
は
て
な
む

な
り
ゅ
く
を

な
る
ま
ま
に

な
れ
し
う
き
ね
ゃ

な
れ
ぬ
あ
ら
し
も

な
れ
ぬ
る
お
い
の

な
れ
ぬ
る
み
を
も

な
れ
も
と
ま
ら
ぬ

な
を
ま
が
へ
つ
つ

に
し
の
や
ま
の
は

に
は
の
ま
っ
か
ぜ

に
は
の
を
ぎ
は
ら

に
ほ
の
う
き
す
も

に
ほ
は
ざ
り
せ
ば

に
ほ
ひ
と
お
も
は
ば

に
ほ
ひ
も
つ
き
ぬ

に
ほ
ふ
は
る
か
ぜ

ぬ

52 

148 

209 258 37 179 22 228 244 238 192 215 189 125 162 つム】「「U
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に
d

ぬ
し
さ
だ
め
た
る

ぬ
れ
つ
つ
な
け
ば

166 246 

ねね
く
た
れ
が
み
の

ね
ざ
し
と
ど
め
ぬ

ね
ざ
め
と
て

ね
ざ
め
な
れ
ば
や

ね
ざ
め
に
お
も
ふ

ね
ざ
め
の
そ
ら
を

ね
な
ま
し
も
の
を

ね
も
せ
ぬ
よ
は
の

ね
や
あ
ら
は
る
る

ね
や
も
る
っ
き
も

ね
を
と
め
て

ね
を
の
み
ぞ
き
く

ね
を
の
み
ぞ
な
く

272 134 127 197 105 32 171 216 129 62 179 133 254 

一 174-

のの
き
ば
の
う
め
の

の
き
ば
の
を
ぎ
を

の
こ
る
っ
き
か
げ

の
ざ
は
の
わ
か
な

の
じ
ま
が
さ
き
を

の
な
る
く
さ
き
ぞ

273 217 28 195 130 168 



の
も
や
ま
も

の
も
り
は
み
る
や

の
り
に
あ
ひ
な
ば

No.1 

+」Fは
か
な
き
ゆ
め
の

は
か
な
き
ょ
を
ぞ

は
か
な
く
て

は
か
な
く
も

は
か
な
し
や

は
ぎ
」
の
与
ん
に

は
ぎ
の
ふ
る
え
も

は
げ
し
さ
は

は
し
た
か
の

は
っ
か
り
が
ね
ぞ

は
っ
か
り
な
き
で

は
っ
か
り
の

は
つ
く
さ
の

は
つ
し
も
の

は
つ
を
ば
な

は
て
は
ま
た

は
な
が
た
み

は
な
し
な
け
れ
ば

は
な
す
す
き

は
な
ち
ら
す

57 130 

192 173 40 168 102 118 131 33 183 176 59 248 116 169 142 234 222 247 239 101 

Vol.23 2001 志準館大学文学部研究紀要

275 65 164 

は
な
な
ら
ね
ど
も

は
な
に
う
つ
ろ
ふ

は
な
に
さ
く
ら
む

は
な
の
い
ろ
の

は
な
の
し
ま
き
の

は
な
の
し
ら
ゆ
ふ

は
な
の
す
が
た
や

は
な
の
な
ご
り
を

は
な
の
な
も
う
し

は
な
の
な
も
を
し

は
な
の
に
い
で
で

は
な
は
さ
き
つ
つ

は
な
ま
ち
ど
ほ
に

は
な
も
か
ひ
な
し

は
な
ゆ
ゑ
は

は
ま
な
が
は

は
る
あ
き
の

は
る
き
て
も

は
る
さ
め
に

は
る
さ
め
の

は
る
に
あ
ふ
ら
む

は
る
に
し
ら
れ
ぬ

は
る
の
あ
さ
っ
ゅ

は
る
の
い
ろ
か
な

は
る
の
か
り
が
ね

~ ~ 

258 27 33 231 15 180 265 14 220 267 75 131 199 169 252 41 41 198 38 135 256 44 42 189 250 

は
る
の
け
し
き
の

は
る
の
し
ら
ゆ
き

は
る
の
し
ら
ゆ
ふ

は
る
の
し
る
し
と

は
る
の
も
の
と
や

は
る
の
わ
か
れ
ぞ

は
る
は
き
ぬ
ら
む

は
る
は
な
ほ

は
る
を
へ
て

は
る
を
へ
て
み
る

は
れ
く
も
る

は
れ
せ
ぬ
み
ね
の

は
れ
ぬ
お
も
ひ
の

151 210 216 31 136 159 164 43 4 253 255 26 24 

ひひ
か
ず
も
や
へ
む

ひ
か
り
そ
ふ

ひ
か
り
な
る
ら
む

ひ
か
り
も
つ
ら
く

ひ
か
り
よ
り

ひ
き
の
の
つ
づ
ら

ひ
き
も
と
め
な
む

ひ
こ
ぼ
し
の

ひ
と
ご
と
に

ひ
と
ご
と
の

η
i
 
l
 
l
 

A
3
 

n
b
 

n
x
U
 
8
 
l
 

F
h
d
 
4
 

0
J臼

3

2

 

2

・
4

'

E

1

0

y
臼3
 

n
H
U
 
l
 

F
同
UFD
 

F
K
J
 
6
 
1
 
2
 
3
 
2
 
2
 
3
 
2
 



山崎.承明門院小宰相全歌集成・補遺と各句索引

ひ
と
し
れ
ず

ひ
と
し
れ
ぬ

ひ
と
す
め
と
て
や

ひ
と
ぞ
ま
た
る
る

ひ
と
に
み
せ
ば
や

ひ
と
の
こ
こ
ろ
の

ひ
と
の
こ
こ
ろ
や

ひ
と
の
こ
と
の
は

ひ
と
の
ち
、
ぎ
り
ぞ

ひ
と
の
つ
ら
さ
も

ひ
と
の
み
し
げ
き

ひ
と
は
と
ふ
ら
む

ひ
と
は
や
す
ら
ふ

ひ
と
ふ
で
み
せ
よ

ひ
と
め
な
ら
ね
ど

ひ
と
も
と
ま
ら
ぬ

ひ
と
や
し
る
ら
む

ひ
と
や
は
し
ら
ぬ

ひ
と
や
ま
つ
ら
む

ひ
と
よ
だ
に

ひ
と
り
ぬ
る

ひ
と
わ
す
れ
ぐ
さ

ひ
ば
ら
す
ぎ
は
ら

ひ
ぴ
く
ら
む

ひ
ま
こ
そ
な
け
れ

271 108 91 127 224 120 143 74 207 41 212 89 68 178 227 239 126 248 243 136 91 143 196 20 155 

ひ
ら
や
ま
お
ろ
し

ひ
ろ
へ
ば
き
ゆ
る

4A

明市

nb

引
M2
 
2
 

n
ソ“

、小ふ
か
き
や
ま
ぢ
に

ふ
か
き
ょ
と

ふ
か
き
よ
の

ふ
か
く
な
り
ゆ
く

ふ
き
か
は
る

ふ
き
か
は
る
ら
む

ふ
き
そ
め
て

ふ
き
な
し
て

ふ
き
は
ら
ふ

ふ
く
か
ぜ
に

ふ
く
か
ぜ
の

ふ
く
か
ぜ
は

ふ
く
か
ぜ
や

ふ
ぢ
ご
ろ
も

ふ
ぢ
の
い
ろ
こ
き

ふ
ぢ
ば
か
ま

ふ
ち
は
せ
に
な
る

ふ
み
か
よ
ひ
け
る

ふ
ゆ
ご
も
り
ゆ
く

ふ
ゅ
の
い
け
の

ふ
ゅ
の
き
ぬ
ら
む

175 

204 228 273 110 126 246 198 1 58 30 17 182 116 5 223 53 148 60 159 68 116 

ふ
ゅ
の
く
る
と
は

ふ
ゅ
の
や
ま
ざ
と

ふ
ゅ
は
い
づ
く
に

ふ
ゆ
や
ゆ
く
ら
ん

ふ
り
ぬ
る
み
か
な

ふ
り
ま
さ
る
ら
む

ふ
り
ま
ぜ
て

ふ
る
あ
ら
れ
か
な

ふ
る
さ
と
の

ふ
る
と
は
ふ
ら
ぬ

ふ
る
の
か
み
す
ぎ

ふ
る
の
や
ま
だ
も

ふ
る
ゆ
き
の

ふ
る
を
な
み
だ
に

ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

205 

208 166 252 180 253 77 12 222 29 237 167 24 227 226 74 

ヘへ
だ
つ
る
く
も
の

85 

平
品ほ
し
や
ら
で

ほ
ど
ぞ
つ
れ
な
き

ほ
ど
だ
に
を
し
き

ほ
と
と
ぎ
す
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ほ
と
と
ぎ
す
か
な

ほ
ど
ば
か
り

ほ
ど
は
く
も
ゐ
の

ほ
ど
は
み
え
つ
つ

ほ
ど
み
え
て

ほ
ど
を
も
ま
た
ず

No. 1 

古
A
Fま
が
き
に
は

ま
が
ひ
こ
し

ま
が
へ
ま
し

ま
き
の
を
や
ま
に

ま
く
ず
は
ふ

ま
く
ら
さ
だ
め
で

ま
く
ら
に
う
と
き

士
み
ヲ
」

J
b
p
¥
判己

ま
さ
き
の
つ
な
を

ま
さ
り
け
り

ま
さ
り
で
す
め
る

ま
す
か
が
み

ま
だ
き
に
つ
ゅ
は

ま
た
た
ち
い
で
て

ま
た
め
ぐ
り
き
て

ま
た
も
も
え
な
む

ま
た
や
し
の
ば
む

100 

247 265 167 18 147 128 220 150 73 132 181 101 173 81 144 5 41 
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182 233 110 261 129 214 

ま
た
れ
ざ
り
せ
ば

ま
ち
え
て
も

ま
ち
け
る
あ
き
の

ま
ち
な
れ
て

ま
づ
か
、
」
ち
け
る

ま
っ
か
ぜ
の

ま
つ
こ
と
も

ま
づ
し
る
き
か
な

ま
つ
の
す
み
が
ま

ま
つ
の
と
ぼ
そ
も

ま
つ
の
は
く
ぐ
る

ま
つ
ひ
と
あ
ら
ば

ま
つ
む
し
の
こ
ゑ

ま
つ
や
ひ
さ
し
き

ま
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ
に

ま
ど
ふ
か
き

ま
れ
な
る
ひ
と
も

ま
れ
に
あ
く
な
り

ま
れ
に
あ
ふ

ま
れ
に
だ
に

みみ
え
ず
な
り
ぬ
る

み
え
つ
る
ゆ
め
の

み
え
ぬ
こ
ろ
か
な

89 55 186 75 125 211 165 185 98 262 186 264 47 36 106 239 75 233 87 156 

み
え
ぬ
も
の
か
は

み
ぎ
は
の
こ
は
り

み
し
は
な
は

み
し
ひ
と
の

み
せ
ば
や
ひ
と
に

み
せ
む
と
て

み
せ
も
き
か
せ
ば

み
そ
ぎ
す
る

み
そ
ぎ
を
い
そ
ぐ

み
ぞ
れ
も
ゆ
き
も

み
た
ら
し
が
は
に

み
ち
ぞ
か
は
れ
る

み
ち
た
え
て

み
ち
な
り
と

み
ち
な
れ
ど

み
ち
の
し
る
べ
と

み
ち
の
ゆ
き
き
に

み
づ
ぐ
き
の

み
て
こ
そ
は
な
に

み
な
せ
や
ま

み
な
づ
き
の
そ
ら

み
に
あ
ま
る

み
に
か
ふ
ば
か
り

み
に
さ
む
き
よ
は

み
に
し
み
て

ハHv
a斗
A

叫
山

58 8 190 229 233 19 270 110 31 164 89 89 212 113 266 29 233 53 67 229 149 238 195 81 225 

177-



山崎 承明門院小宰相全歌集成・補遺と各句索引

み
に
し
む
あ
き
の

み
に
し
む
い
ろ
に

み
に
し
め
で
な
く

み
に
そ
へ
て

み
ね
に
ふ
く
ら
む

み
ね
に
ゐ
る

み
ね
の
さ
く
ら
に

み
ね
の
ゆ
き

み
ね
ふ
か
き

み
の
う
さ
も

み
の
う
さ
を

み
の
た
ぐ
ひ
こ
そ

み
は
し
の
し
も
や

み
は
て
て
よ
わ
る

み
や
ぎ
の
の

み
や
ぎ
の
の
は
ら

み
や
こ
を
し
の
ぶ

み
や
ま
に
も

み
や
ま
の
お
く
に

み
や
ま
ふ
く

み
ゆ
る
は
な
を

み
よ
の
さ
か
り
の

み
よ
の
さ
か
り
は

み
る
め
な
き

み
わ
の
す
ぎ
む
ら

140 93 269 15 190 273 13 162 22 142 57 11 80 169 146 239 186 81 5 25 106 83 218 17 69 

み
わ
の
や
ま

み
を
う
き
く
さ
と

み
を
う
ぢ
ぱ
し
の

み
を
か
く
さ
ま
し

み
を
し
ら
で

み
を
し
る
あ
め
を

み
を
や
か
こ
た
む

むむ
か
し
が
た
り
に

む
か
し
の
あ
き
と

む
か
し
の
あ
き
を

む
か
し
ま
で

む
か
し
を
ぞ
お
も
ふ

む
ぐ
ら
の
や
ど
に

む
さ
し
の
の
は
ら

む
さ
し
の
や

む
す
び
け
り

む
す
び
て
も
み
む

む
す
び
や
そ
む
る

む
す
ぶ
し
ら
っ
ゆ

む
せ
ぶ
お
も
ひ
に

む
な
し
け
ぶ
り
や

む
ね
に
し
る
ら
む

む
ら
し
ぐ
れ

107 86 234 227 92 215 204 

めめ
か
れ
ぬ
は
な
の

め
ぐ
り
あ
ふ
べ
き

め
ぐ
る
な
ら
ひ
は

め
な
ら
ぶ
い
ろ
も

め
に
は
み
て

154 96 155 155 7 71 221 147 265 76 95 111 163 187 187 238 

もも
え
や
し
ぬ
ら
む

も
じ
の
せ
き
も
り

も
と
あ
ら
の
は
ぎ
に

も
の
お
も
ふ
こ
と
の

も
の
お
も
ふ
こ
ろ
の

も
の
お
も
ふ
ひ
と
の

も
の
や
か
な
し
き

も
の
を
お
も
へ
ば

も
み
ぢ
せ
し

も
み
ぢ
と
て

も
み
ぢ
ふ
み
わ
け

も
み
ぢ
ふ
り
し
く

も
も
え
の
ま
つ
も

も
も
ち
ど
り

も
ゆ
る
お
も
ひ
を

も
ら
す
べ
き

も
り
の
こ
ず
ゑ
を

84 168 234 21 36 

75 

266 271 96 167 122 205 124 71 187 213 137 100 3 56 7 89 174 



も
り
の
こ
の
も
と

も
ろ
き
こ
の
は
の

も
ろ
こ
し
の

No.1 

やや
が
て
き
る
べ
き

や
が
て
も
ぬ
る
る

や
す
く
は
み
え
ぬ

や
す
ら
は
で

や
つ
る
ら
む

や
ど
に
し
の
ば
む

や
ど
は
く
さ
ば
の

や
ど
る
か
な

や
ど
る
っ
き
か
げ

や
ま
お
ろ
し
に

や
ま
か
げ
に

や
ま
か
ぜ
に

や
ま
が
つ
の

や
ま
が
は
に

や
ま
ざ
く
ら

や
ま
ざ
と
の

や
ま
ざ
と
は

や
ま
し
ろ
の

や
ま
ど
り
の

や
ま
な
れ
ば
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や
ま
の
は
に

や
ま
の
は
に
げ
よ

や
ま
は
ふ
じ
の
ね

や
ま
も
こ
だ
か
き

や
ま
よ
り
い
づ
る

や
や
い
り
が
た
に

ゆゆ
き
か
へ
り

ゆ
き
か
へ
る
ら
む

ゆ
き
な
れ
ど

ゆ
き
に
か
れ
た
る

ゆ
き
に
さ
び
し
き

ゆ
き
ふ
か
き

ゆ
き
ま
の
わ
か
な

ゆ
き
み
れ
ば

ゆ
く
す
ゑ
の

ゆ
く
っ
き
の

ゆ
く
っ
き
を

ゆ
く
と
し
な
み
に

ゆ
く
と
も
み
え
ず

ゆ
く
ふ
ね
の

ゆ
く
み
づ
に

ゆ
ふ
ぎ
り
に

ゆ
ふ
ぐ
れ
に

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
そ
ら

ゆ
ふ
ぐ
れ
は

ゆ
ふ
だ
ち
の

ゆ
ふ
ひ
か
か
れ
る

ゆ
ふ
べ
な
る
ら
む

52 

58 150 223 200 240 

130 160 133 112 243 83 245 84 92 78 174 143 163 212 77 66 256 

よよ
し
の
の
お
く
に

よ
し
の
や
ま

ょ
せ
か
へ
り

よ
せ
て
は
か
へ
る

よ
そ
な
が
ら

よ
そ
に
は
お
か
ぬ

よ
そ
に
み
て

よ
そ
の
わ
か
れ
や

よ
ど
の
か
は
ふ
ね

よ
は
の
あ
ら
し
の

よ
は
の
こ
ろ
も
も

よ
は
の
ま
く
ら
に

よ
ひ
ょ
ひ
に

よ
も
ぎ
が
し
ま
も

よ
る
な
く
む
し
の

よ
る
の
と
も
し
び

よ
ろ
づ
よ
か
け
て

よ
を
い
と
ふ
に
も

-179一

101 22 136 

189 123 105 134 275 156 118 102 116 66 141 207 131 85 258 127 189 137 



ょ
を
ふ
る
ひ
と
の

よ
を
や
か
こ
た
む
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わわ
が
お
も
ひ
か
な

わ
が
か
ど
の

わ
が
く
に
を

わ
が
こ
ひ
は

わ
か
ず
み
る
ら
む

わ
が
た
め
に

わ
か
で
み
る
ら
む

わ
か
ぬ
こ
ろ
か
な

わ
か
ぬ
ま
で

わ
か
の
う
ら
に

わ
か
の
う
ら
や

わ
が
ま
ま
に

わ
が
み
と
お
も
ふ
を

わ
が
み
な
が
ら
も

わ
が
み
に
う
と
き

わ
が
み
に
そ
は
ぬ

わ
が
み
ひ
と
つ
と

わ
が
み
ひ
と
つ
に

わ
が
み
や
か
は
る

わ
が
み
を
さ
ら
ぬ

わ
が
も
と
ゆ
ひ
や

山崎

107 113 

わ
か
れ
に
し

わ
か
れ
は
さ
こ
そ

わ
き
て
ぞ
む
す
ぶ

わ
き
で
と
ぶ
ら
む

わ
ぎ
も
こ
が

わ
け
ざ
ら
め
や
は

わ
さ
だ
か
る
よ
り

わ
す
ら
れ
て

わ
す
れ
ざ
り
け
り

わ
す
れ
で
は

わ
た
っ
う
み
の

わ
た
っ
み
や

わ
れ
だ
に
も
と
の

わ
れ
と
こ
な
つ
の

わ
れ
な
が
ら

わ
れ
に
か
た
ら
へ

わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ

わ
れ
の
み
ふ
か
き

181 13 126 236 2 96 27 138 237 65 18 272 25 125 4 62 4 99 23 97 84 

ゐゐ
く
ひ
は
あ
れ
ど

ゐ
で
の
た
ま
み
づ

ゐ
で
の
や
ま
ぶ
き

を

95 235 209 158 224 234 121 274 239 216 158 60 98 254 16 224 177 261 

を
か
の
し
の
は
ら

を
、
ぎ
の
は
に

を
ぎ
の
や
け
は
ら

を
さ
ま
れ
る
よ
は

を
し
ほ
や
ま

を
し
み
そ
め
け
む

を
し
む
と
て

を
し
め
ど
も

を
と
め
の
そ
で
も

を
ば
な
な
み
よ
る

を
み
な
へ
し

を
り
て
も
ゆ
か
む

を
ろ
の
な
が
を
の
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196 51 97 


